
「平成 27年度産業安全衛生加賀地方大会」が開催される 

｢危険見つけてみんなで改善 意識高めて安 

全職場｣をスローガンとして、第 88回全国安 

全週間が平成 27年７月１日から７日までの 

間、展開されました。 

それに関連して、去る７月 22日(水)14時 

30分から、まる重(加賀市小菅波町)において 

一般社団法人加賀労働基準協会が主催する 

｢平成 27年度産業安全衛生加賀地方大会｣が 

参加者約 100名を集め、盛大に開催されました。 

 
第１部の開会式・表彰式では、安全衛生管理活動に取り組まれた優良事業所 22社並びに勤

続 10年以上の安全衛生活動に貢献された優良従業員 42名に対する表彰式が行われました。 

また、主催者を代表して打本
うちもと

照
てる

治
じ

会長の挨拶の後、来賓祝辞があり、石川労働局の北代
きただい

昌巳
ま さ み

労働基準部長から「本日お集まりの皆様方には、本大会を機に、第 12次労働災害防止計画の

３年目の目標達成に向け、長時間労働の抑制と労働災害防止の取組強化について、気運の醸成

を図っていただくようお願いします」と祝辞の中で、大会参加者に呼び掛けました。 

 

表彰式の模様 

祝辞を述べる北代労働基準部長 



第２部では、｢教育にかける熱き想い｣と題して、加賀市教育委員会の山下
やました

修
しゅう

平
へい

教育長によ

る特別講演が行われ、第３部の大会宣言・閉会式において、『本大会を契機に、会員・地域関

係者が心を新たにし、諸先輩が築いてきた良き安全衛生活動の伝統をさらに発展させ、｢働く

人の安全と健康の確保を最優先する｣地域づくりを担って邁進する』と参加者全員で誓い、本

大会を閉会しました。 

 

なお、平成 27年度の「安全衛生管理優良事業所表彰」及び「優良従業員表彰者」は、次の

とおりです。 

  
                                               以 上 

大会終了後に受賞者･来賓･関係者と記念撮影 


